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今日お話しすること

Ⅰ．農政の基本理念とその現状と課題

Ⅱ．農産物をめぐる国際的な動き

Ⅲ．農政の主な役割
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Ⅰ．農政の基本理念とその現状と課題
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食料の安定供給の確保 多面的機能の十分な発揮

農業の持続的な発展

農村の振興
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食料・農業・農村政策の基本理念
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食料供給力
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○ 食料自給力は、国内農林水産業生産のみによる食料の潜在的な供給能力。
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食料供給と食料の自給
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○ 日本学術会議が農業の多面的機能を評価。貨幣評価が可能な機能について金額に換算すると、洪
水防止機能で３兆５千億円など。

機能の種類 評価額

洪水防止機能
3兆4,988億円／

年

河川流況安定機能
1兆4,633億円／

年

地下水涵養機能
537億円／

年

土壌侵食（流出）防止
機能

3,318億円／
年

土砂崩壊防止機能
4,782億円／

年

有機性廃棄物分解機能
123億円／

年

気候緩和機能
87億円／

年

保健休養・やすらぎ機
能

2兆3,758億円／
年

（注） 農業の多面的機能のうち、物理的な機能を
中心に貨幣評価が可能な一部の機能につ
いて、日本学術会議の特別委員会等の討
議内容を踏まえて評価を行ったものである。

資料：日本学術会議｢地球環境・人間生活にかかわる農業及び森林の多面的な機能の評価
について(答申)｣(平成13年11月)及び関連付属資料
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農業の有する多面的機能


